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小児期における皮下脂肪の脂酸構成に関する研究　
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　　　　　　　　1緒言1　　搬瓢鴬繍う要騰ll！灘8灘
著者は前編1）において健康小児における皮下脂肪脂　　　〔（現在体重÷現在身長に対応する平均体重）－1〕×

酸構成の年令的推移と乳児における栄養方法に基く差　　　100％は，＋20～＋80％である。副腎皮質ステロイド

異を検討して・これらの見地からみた小児期の脂質代　　　剤投与小児は10才4月より12才4月，男児2例，女児

謝の特長を述べた。本編では小児単純性肥満疲並びに　　　3例計5例で，原疾患は，リウマチ熱，ネフローゼ疲候

謝腎皮質ステロイド剤投与小児につき検討を加えたの　　　群各2例，再生不良性貧1血L1例，副腎皮質ステPイド

でその灘を述べたい・　　　　　　　　剤はB・［・m・tha・・ne，　D・x・meth・s。ne，　T・i・m・i・。一

　単純性肥満疲は小児にみられる肥満症のうち最も頻　　　loneを用い，その投与量（Prednisoloneとして換

度が高く，：欝の乳児栄養失調櫓二代ってPlus　Dy一　算）e＃・S70mPの1例を除き160。一・－3600・mP，投与Jen間は

strophieとして小児科領域においても近来大きな関　　47～515日，検査時の肥満度は＋21～＋39％である。

心をひいている。本症の本態は主として皮下脂肪の異　　　ただしこのうち3例は本院来院前に他院で本剤を投与

常な増加にあると考えられるので本編の研究対象とし　　　されており本院来院後検査時までの体重増加は1例（

て選んだ。　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，9》）を除き・7．4～11．3膨である。

醐頗ステ゜イ欄（Gluc°c°「tic°id）がlj鞭代　　2）醗加1並び｝。111腱1燃の翻

謙こ広激影響を及ぼしそ帳期斐与が肥瀧撤　 検体の勲加，mve方法は何れも前縦剛莱であ
することは周知であり，一方単純性肥満症においては　　　る。即ち皮下脂肪はHirsch氏の針穿刺法b）により採取，

しばしば副腎頗朧雌の；腔するdと儲家2圃　F。1，h剛こ・・1。て）1旨勲抽出，　S、。ff，1麟靴て．

によ・て欄されている・そこで／J’児に副徽働テ　チル化し，，ゴス，。マげラ・，一にて測定した．測

゜イド剤搬与して麟蘇し湖合の皮下脂鵬つ　蹴灘前編胴じく各ピー，の醐率並びにそれら

いても同様の鮒を行ない，単純1生肥瀧におけ砿　．砒にて劾した読誠績繭編蹴述の縮の年

灘解灘囎繍贈蟹惣家灘膿隷璽雇繍墜駐欝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合を比較的高値とよび，対象とした症例のうち過半数

　　　　II　研究対象及び研究方法　　　　　　　　　　に比較的高値をえた場合を該脂酸では高値を示すもの

　　1）研究対象　　　　　　　　　　　　　　　　　が多いとして取扱った。岡様にして過半数に比較的低

　対象とした小児は儘大附属病院小児科に入院した患　　　値をえた場合を低値を示すものが多いとして取扱っ
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た訓旨酸比の取扱いも以」：；lt二準じた，、　　　　低値を示した・　EII］ち肥糊・児ではC16・1は高値を示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すものが多く反対i：　C18：⑪は低値を示すのが多かっ

　　　　　　　III　測定成績　　　　　　　　　　　　た。

　　1）単純性肥満症　　　　　　　　　　　　　　　　次にこれら各脂酸の一部並びに不飽和脂酸（US｝

　単純性肥満症（以下肥満小児と略）の成条責を図1に　　　と飽和脂酸（S）につき上述と同様に粗互の比を検討

示した。各脂酸につき平均億及び変動範囲をみると・　　してみると図2の如くなったL）C18：2／C18：1比は3

ミリスチン酸（C14：0）は2，1％（1，4－2．5％）とな　　例が比較的高値，4例が比較的低値を示した。　C18：1

ったが，上述の如く第1編に述べた著者の健康小児の　　／C18；0比は8例が比較的高値，1例が比較的低値を

値と年令を考慮に入れて比較すると10例中4例が比較　　　示した。C16；1／C16：0比は9例が比較的高値を示

的低値を示した。同様にしてミリストオレイン酸（C　　した。US／S比は平均値3・81（変動範囲3・31～4・52）

14：1）1：1．　2％（0．7～1．9％）となり，2例が比較的　　　とな1），7例が比較的高値を示した。即ちC18：1／

高値を示した。パルミチン酸（C16：0）は17・2％　　C181⑪，　C16：1／C16：0・US／S比は何れも高値を示

（15，2～19．2％）となり，2例が比較的高値・3例が比　　　すものが多かった。

較的低値を示した。パルミトオレイン酸（C16：1）

e・S・17．・2％（13．0～24．3％）となり，7例が比較的高値　　図2聯・琶性　購症の皮下脂llhE旨酸鰍比及び

を示した。ステアリソ酸（C18：0）は1．2％（0，3～　　　　　　不飽和脂酸／飽和脂酸比

・．・％）とf、b，1例砒灘離，・例砒鮒麗　　．秒学童・王正常卿雛，‘調螺・

を示した・オ・イ・酸（18・1）は38・3％（34・9～ @・・1・騨童…ξ王正常の平均値・信鰍界※・；1

43，8％）となり，3例が比較的高値，3例が比較的低

値を示した．リノール酸（C18・2）1よ20・7％（14・3

～27．0％）となり，2例が比較的高値，5例が比較的

図1　単純性肥満痕の皮下脂肪脂酸構成（％）

・年少学童※　1　正常の平均値，信頼限界※

・帳学童…王正常の平均値謡頼1餅継
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　　　　　　　　　　　　　2）　副腎皮質ステPイド剤投与小児

　　　　　　　　　　　　剖腎皮質ステPイド剤を投与して肥満した小児の成

　　　　　　　　　　　績を図3に示したe各脂酸につき平均値及び変動範囲

　　　　　　　　　　　をみると，C14：0は3、5％（2．5～4．7％）となり，

　　　　　　　　　　　3例が比較的高値を示した。Cl4：1は1．2％（0．6～
蟻7　9才・※※1°～14才 @　　1．4％）となり，1例が比較的低値を示した。C16：⑪
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図3副腎皮質ステロイド剤投与による肥満小　　　　　　図4　副腎皮質ステロイド剤投与による肥満小

　児Xの皮下脂肪脂酸構成％　　・　　　　　　　　　　　　　児楽の皮下脂肪脂酸構成比及び不飽和脂酸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／飽和脂酸比
　　　　　　　1　　　　　　　　正常の平均値，信頼限界※

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　王疏の平均価儲醐み，・
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IX22．3％（18．6～25．3タ6）　となり，　4例が上ヒ！ll交ri勺高イ直

を示した。C16：1は14．3％（12．0～17，1％）となり，　　　　　　　　　IV　総括及び考按

1例が比較的高値，1例が比較的低値を示した。C18　　　肥満症は栄養失調症の一つと解される。小児科領域

：Oは2，8％（1．6～4．3％）となり，4例が比較的高値を　　　においても従来多かった乳児栄養失調症に代衰される

示した。C18：1は37．3％（36．0～41．5％）となり，1例　　　Minus　Dystrophieに代って』Plus　DystroPhieとし

が比較的高値を示した。C18：2は16．5％（15．1～18．・8　　て最近ことに注1、1されてきた。従って小児単純性肥満

％）となり，全例が比較的低値を示した。即ち副腎皮　　　疵の脂質代謝動態についても近年内外に優れた研3聡が

質ステロイド剤投与小児ではC14：0，　Cl　6：0，　C18：　　あり小児の特殊性が論及されつつある9）1°）ユ1）。しかし

0は高値を示すものが多く之に反してC18：2は低値　　　肥満症において最も注Flすべき対象の一つと考えられ

を示すものが多かった。　　　　ー　　　　　　　　　　　る皮下脂肪について，その脂酸構成を検討した報告

　次に上記と同様にこの結果を脂酸比から検討してみ　　　は動物実験を含めても必ずしも多くなく，次の数氏の

ると図4の如くなった。C18：2／C18：1比は金例比　　　ものを数える程度のようであり，かつえられた結果も

較的低値を示した。C18：1／C18：0比，　C16：1／C16　　未だ一致していないようである。即ち1－laesl　lei’ユ2）は

：o比及びUSIS比（平均値2，40，変動範囲2．05～　　　Ratにつき調べた。視床下部を破壊したIlypothala－－

3・15）はいつれも4例が比較的低値を示した。即ちこ　　mic　RatとGenetic　Obese　Ratの何2tにおいても貯

瀧ら3瑠の比も何れも低値を示すものが多かった。　　　　臓脂肪の脂酸構成は正常と異りパルミチン酸パルミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トオレイソ酸は増加しリノール酸は反対に減少してい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たという，また人体につきHirschia），　Heffernanら14）
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はそれぞれ成ノ＼の肥満癌，糖尿病、甲状腺機能低下症　　　ブドウ糖のUptake，そのCO2・全Lipid，脂酸への

を対象として検討した結果明らかな異常は認めなかっ　　　転化（Conversion）は減少Lた・しかし実験材料と

たという。しかし五島15）は同じく成人肥満例につき検　　　したMediumにInsulinの少量を添加すると結果

討してオ・’t・・／meの増加リ・一一一　・vmaの減少傾向を認　は上述の反対となったという・Sch・f「i「ら2°’も1「’」　eく

めたといい，石井16）によると小児肥満症ではパルミト　　Cortisolを予め投与したRatの脂肪組織につき検討

オレイン酸，オレイン酸の増加1　・・ルミチン酸7・テ　しているが・やはり，’7”　1）・一ゲン量・ブドウ糖の

アリン酸の滅少を認めたという。著者の成績ではパル　　　Uptakeの減少，脂酸，グリセロールの遊離の増加を

ミトォレイン酸は高低ステアリン醐よ低値，パルミ　認めたという・なお動物につき副腎頗ステPイ隔

トォレィン酸／パルミチン酸，不飽和脂酸／飽和脂酸比　　　を投与して脂肪紐織の脂酸構成をみた報告としては

などは高値を示すものをそれぞれ比較的多くえて，上　Kuroda　2！）のものをあげうる。彼によればカトに

述したうちでは石井の成績と一致するところが多かっ　　　ACTH，　Dexamethasoneを連翻直投与して脂肪酸のバ

た。一般に生体の各種代謝過程が榎雑なことは周知の　　　lt　・一ンをみると血清ではリノール酸，ステアリン酸な

ようであるが，皮下脂肪の脂酸も食餌構成・体内にお　　　どの減少・パルミチソ酸などの増加が明らかであった

ける合成と消費によって大きく左右されるので著者の　　　が脂肪組織の変化は著明ではなかったという。臨床例

今回の実験からは如何なる因子によって上述の結果が　　　についてこのような検討を詳しく行った報告は手許に

えられたのかは不明である。著者の対象とした小児は　　　はえ5れなかったが著者の成績は上述の如く，ミリス

剛。も糖質を比較酌多く摂てL・たものの多かったこ　チン酸，パルミチン酸ステアリン酸は離を，リノ

と，これらの脂酸が糖質から体内で形成されることか　　一ル酸，不飽和脂酸／飽和脂酸比などは低値を示すも

らは食餌構成の影響が考えられる。しかし上述した　　　のが多く1パルミチソ酸の増加・リノール酸の減少は

Haesslerによると肥満Ratの貯臓脂肪からの脂酸の　　　先に報告した当教室近藤の骨髄脂肪に関する成績と同

遊離（Release）は不良であったとされるのでこのよ　　　一の傾向であった22）。これらの小児でこのような結果

うな脂酸遊離の際の量的質的な差異・あるいは遊離さ　　　のえられた機序の細部は単純性肥満症の場合と等しく

れた脂酸の脂肪組織への再摂取1さらに合成に関して　　　今圓の実験からは明らかにしえないが・上述のように

も上述した食餌構成と関連してブドウ糖の総脂質への　　　in　vitroでは主としてLipolysisの方向に作用すると

とり込みの増加16）などの諸因子の影響も考えられる。　　　いうこのホルモン剤の投与が臨床的には皮下脂肪の蓄

実際にRatを高糖質食で飼育して貯臓脂肪の脂質を　　　積を来たしかつその脂酸構成も健康な場合と異礁

みるとパルミチソ酸やパルミトオレイン酸が多く17），　　巣をもたらすのは生体に対する本剤の広汎な作用，ニ

ー方飽和脂酸と不飽和脂酸とを比べると前者の方が利　　　とに糖質新生作用，蛋白生成の抑制又は異化の充遇

用されやすかったという報告は18），利用されにくい不　　　他のホルモン例えばInsu正in・Glucagon・Eplneph「ine，

飽和脂酸が単純性肥満症で比較的多かったという著潜　　　成長ホルモンJACTHの関与によると考えられる

の成績の説明に好都合のようであるがこのような考え　　　23）24）。而して種々の実験条件の差は十分考慮に入れな

方の当否は今後の検討にまちたい・　　　　ければならないが譜者が対象とした弼群の小児訓i

　一躰症において副轍難能がしばしば充進し　、ち単純性鵬症と副腎頗ステ可欄鵬による肥
Glucocerticoidsの分泌や排泄量，．血中の値が高いこ　　満小児の皮下脂肪脂酸構成の間に相当明らかな差を認

とは当教蜜3沁を初め最近における諸家の報告2）5）が認　　　めたことからみると・単純性肥満症にみられる副腎皮

めるところであり，またこのホルモン剤の投与により　　質機能の充進はその皮下脂肪の異常な増加の主囚とは

肥満を招来することは周知の辮実であるので・単純性　　　認め難いように思われた。

鑛嬢驚灘董灘篇£難　　 ・結語
。で署都副腎頗・テPイド継撚してn巴満・た　小騨純性肥瀧の1・例につぎ皮下脂肪の脂藤

小児V：つい・胴様の検勲なした．脂肪購を欄　を㈱ヒ（％）より検索して麟の健塵小児の成績と

として醐頗。テ。イド剤と脂t－ifk謝との関融ガ比較するととも・・，醐麟・テ・イ嚇二よる”巴満

燃籠耕の蝋についてみると次のようなものが　幌醐につき同様の検討を行・た・　　．、

奪翻鵬姦瀧謙難塁壷∴響灘簾蝋二㌶難
Dexamethasoneの添加は脂酸遊離を増加させたが，　　酸！飽和脂酸比は高値を示した。
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